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           農業総合試験場 東三河農業研究所 

日持ちの良い一輪ギク「愛知夏
なつ

黄
き

２号」の開発 

 

 愛知県は、出荷量３億８千万本、全国シェア４０％＊の全国１位の一輪ギクの産地です。

農業総合試験場では、品種改良や栽培技術の開発に取り組み、これまでに白色の「白粋」、

黄色の「愛知夏黄１号」など主に業務需要向けの品種を開発してきました。今回紹介する

「愛知夏黄２号」は、お盆やお彼岸に仏壇やお墓に供える花として家庭での利用に適した

品種で、切り花の日持ち性が良いのが特長です。キクの生産者の組織である愛知県花き温

室園芸組合連合会きく部会と共同で開発しました。 

＊農林水産統計（農林水産省大臣官房統計部平成２２年５月３１日公表） 

 

育成経過 

「愛知夏黄２号」の開発は、２００４年、当場育成の夏秋系黄色一輪ギクのうち、草姿

の良い系統と生育旺盛な系統を交配して得た約１２，０００粒の種子からスタートしまし

た。２００７～０９年の３年間にわたる生産者による試作や２００９年６月からの市場へ

の試験出荷を行った結果、大変高い評価を得たことから、２０１０年６月９日に種苗法に

基づき品種登録を出願しました。 

 

「愛知夏黄２号」はこんな花 

・艶のある鮮やかな黄色で、形の良い花です。 

・花と茎葉のバランスが良く、仏壇やお墓のお 

供えや家庭で飾るのに適したコンパクトな草 

姿です。 

・切り花の日持ちが良く、長期間花を観賞でき 

ます。 

 

栽培の特徴 

・夏秋系のキクで、６～９月のどの時期でも 

定植から開花までの日数にバラツキが少なく、 

計画的に出荷できます。 

・生育旺盛で草丈の伸びが良く、栽培期 

間が短縮できます。 

・出荷後の輸送中に葉が傷みにくく、切り花 

の品質が低下しません。 

・摘蕾作業の省力化が可能な無側枝性です。      「愛知夏黄２号」 

 

「愛知夏黄２号」は、現在、知多地域を中心に栽培が始まっています。２０１２年度に

は作付面積１０ｈａ、４００万本の出荷を目指します。 

情 報 サ ロ ン 



 

地域トピックス 

海部農林水産事務所 

ＪＡあいち海部の「ゆめのか」苺のパンが発売されました 

ＪＡあいち海部管内で今年収穫されたいち

ご「ゆめのか」を使用した地産地消の菓子パ

ンが、６月 30 日（水）から愛知、岐阜、三

重のココストアのベーカリー店舗（44 店

舗）で発売されました。  

 

このパンは、愛知県期待のいちご「ゆめの

か」の甘さと酸味のバランスの良さを活かし

た絶妙な味わいのジャムとホイップクリーム

を店内で焼き上げたふんわりとした柔らかな

パンでサンドしたもので、外観もピンクのベ

レー帽のようなかわいらしいパンに仕上がっ

ており、1個 130 円で販売されています。 

 

ココストアとＪＡあいち海部とのコラボ

は、今年 1 月 29 日（金）に開催された愛知

県主催の「農商工連携ビジネスフェア」がき

っかけとなりました。県下有数のいちご産地

で「ゆめのか」のブランド化を図りたいＪＡ

あいち海部と、平成１６年から「いいともあ

いち運動」のネットワーク会員として愛知県

内の優秀な農産物を使用した商品開発を積極的に進めるココストアが意気投合し、東海３

県での販売が実現しました。 

 

ＪＡあいち海部の担当者は、『当地域は「ゆめのか」の県下最大の産地。まだまだ「あ

まおう」「紅ほっぺ」ほどの知名度はありません

が、これを機会に知名度を高めてこの地域の「ゆ

めのか」を全国区にしたい』と意気込みを語って

くれました。 

 

このほかにも、ＪＡあいち海部では管内で生産

される農産物を使った加工品の開発に積極的に取

り組んでおり、これまで「あいちのかおりうど

ん」や「れんこんうどん」などを開発販売してき

ました。今後も地域の農産物の特徴を活かした魅

力ある新商品が登場し、地域の活性化につながる

ことを期待しています。 

ココストアで販売される「ゆめのか」苺のパン 

現在開発中の特産レンコンを使った冷菓 
（企業秘密のため、興味がある方はＪＡあいち海部
まで直接、お問い合わせください。） 



図　キャベツ類の入荷量(札幌市中央卸売市場)
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北海道地域秋冬野菜販売反省会と釧路市公設地方卸売市場 

 北海道は広大な農地を持ち、国内の農業産出額において都道府県別では、常にトップに

位置しています。そうした一大産地ですが、本県にとっては秋冬野菜の重要な消費地の一

つとなっています。 

 今回、北海道地域における本県産野菜の反省会が開催された結果と開催地の釧路市公設

地方卸売市場の概要を紹介します。 

   

１ 北海道地域秋冬野菜販売反省会 

猛暑が席巻する本州とは一転して、雨模様の天気が続く気温 17℃の北海道釧路市で、

７月 22 日（木）にＪＡあいち経済連と取引のある７社が集まり、平成 21 年度北海道地

域秋冬野菜販売反省会が開催されました。   

本県から北海道へ出荷されている主な品目はキャベツ、白菜、ブロッコリーですが、

その大半を占めるキャベツを中心に、販売経過と市場情勢について意見交換が行われ、

以下のとおり、次年度の販売に繋がるような活発な意見が数多く出されました。 

＜販売経過＞ 

   本県農産物の販売は 10 月にスタートしたが、夏秋産地の残量が多く単価的に厳しい販

売開始となった。年内は単価安傾向で年末には寒波の影響から相場が高騰した。年明けす

ぐは、年末の高値反動から相場が低迷したが、１月中旬以降は堅調な相場展開であった。 

   2 月になり、雨、雪、寒波の影響から安定出荷とならず、相場も乱高下を繰り返す状

況となり、その傾向はゴールデンウィーク明けまで続いた。 

＜市場情勢＞ 

北海道では秋に収穫されたキャベツを畑に並べて、冬の間、雪の中で貯蔵して春ま

での期間に雪の中から掘り出して、少しずつ出荷する越冬（貯蔵）キャベツがある。 

今期はその作柄が不良であったため出荷量が３～４割減少となり、その分、道外産

に頼らざるを得ない状況であった。特に愛知県産は秋冬期キャベツの二大産地のひと

つという重要な位置を占めている（下図参照）。そうした中で愛知県産は当初の情報

では台風の影響はほとんどないと聞いていたが、小玉傾向で徐々に影響が出てきたよ

うに思われる。 

 春先からの天候不順の影響もあり

生育遅れや品質不良など影響が出る

など、例年になく相場が乱高下した。

それでも量販店は相場の高いキャベ

ツを売り込んだため注文量が多く、

数量を確保するのに苦労していた。 

 また、トラック輸送と比較し低コ

スト、環境に優しく、輸送時間も短

いなどからJRコンテナによる輸送は

近年、増加しつつある。 

東 日 本 情 報 



＜まとめ＞ 

   北海道地域では愛知県産農産物、特にキャベツは秋冬期において道内産とシェアを

二分するほどの出荷量を占めており、冬場の産地として愛知県はたいへん重要な位置

にある。道内の消費者にとって愛知県産農産物は欠かせないものとなっているので、

今後とも積極的な出荷をお願いしたい。 

 

２ 釧路市公設地方卸売市場 

  釧路市公設地方卸売市場は、昭和４８年から３０年余りを中央卸売市場として開場し

てきたが、２００海里漁業規制により漁業基地として繁栄した釧路市の漁業が衰退する

とともに、青果物の消費も減少し、４年前に地方卸売市場として指定管理者による市場

運営となりました。 

  そのせいか、市場内で行われる移動ぜりに、心なしか活気が無いように感じられまし

た。 

 １）主な沿革 

・昭和４８年：釧路市中央卸売市場（青果）として業 

 務開始 

・平成 元年：花き部業務開始 

・平成１８年：中央卸売市場から地方卸売市場への 

       転換 

       指定管理者による市場運営開始 

・平成２２年：卸売業者（青果１，花き１）、 

仲卸売業者（青果４、花き１）、売買参加者（青果 92、花き 83） 

 ２）地方卸売市場への転換の背景 

  ①取扱数量及び金額の減少 

   ・地域小売店の廃業や営業形態の転換 

   ・大型量販店による市場外流通の増加 

   ・消費者ニーズの多様化 

  ②市場流通を取り巻く環境の変化 

   ・委託集荷割合の減少 

   ・相対取引の増加 

３）釧路市公設地方卸売市場における取扱状況 

◇年度別取扱数量・金額推移表 

H17 H18 H19 H20 H21

数量 青果 35,927 35,545 37,518 36,650 39,871

（トン、千本、千鉢） 花き 10,305 11,094 12,312 11,505 9,918

青果 8,173,552 9,024,930 9,280,671 8,721,605 9,270,094

金額 花き 631,215 756,646 850,860 774,564 679,188

（千円） 合計 8,804,767 9,781,576 10,131,531 9,496,169 9,949,282  

 ◇産地別取扱割合 

 ・青果物：釧路管内 6.4％、釧路管外 33.8％、道外 59.8％ 

 ・花 き：釧路管内 0.6％、釧路管外 30.5％、道外 68.9％ 

釧路市公設地方卸売市場 



 

 

食 育 推 進 課   

地産地消推進研修会・交流会を開催しました 

愛知県がすすめる地産地消の取組み「いいともあいち運動（※１）」の活動状況

や地産地消の事例を紹介し、新たな商品開発やビジネスを生み出すことを目的とし

た「地産地消推進研修会・交流会」を、平成２２年７月２９日(木)に名古屋市中区
丸の内の名古屋銀行協会大ホールで開催しました。 

 
これは、愛知県が「いいともあいちネットワーク（※２）」の会員から、地産地

消に関する具体的な事例紹介の場を提供してほしいとの要望を受けて、地産地消の

先進的事例を紹介する「研修会」と、ネットワーク会員が生産・開発した生鮮・加

工食品を持ち寄り「新たな出会いの場」をつくる「交流会」を開催し、農商工連携

による新商品の開発や新たな販路の拡大を図るものです。 

 
地域でとれた食材を地域で消

費する、いわゆる「地産地消」の

取り組みは、安全・安心な食材を

求める消費者意識の高まりを受

けて、近年注目を集めています。 

また、平成 20 年 7 月には「農

商工等連携促進法」が施行され、

地域経済を支える農林漁業者と

商工業者が連携して新商品の開

発や販路の開拓に取り組む「農商

工連携」に関心が集まっています。 

 

愛知県では、平成 10 年から県産農林水産物の県内消費を高める取り組み「いい

ともあいち運動」を推進しており、幅広い業種からなる「いいともあいちネットワ

ーク」を構築し、情報提供や会員間のネットワークづくりを進めてきました。 

昨年１月に「農商工連携交流会」を、本年１月には「農商工連携ビジネスフェア」

を開催し、県産農産物を使用した新商品の開発・販売につなげてきました。 
今回の催しは、昨年までの成果を踏まえ、ネットワーク会員への情報提供の要素

を加え、地産地消活動のさらなる推進を目指すものです。 

 

※１「いいともあいち運動」 

○消費者と生産者が今まで以上に“いい友”関係になる 

○Eat
ｲ ｰ ﾄ

 More
モ ア

 Aichi
アイチ

 products
プロダクツ

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

※２ いいともあいちネットワーク 

○愛知の農産物の地産地消に取り組む・賛同する機関・団体 782 会員（H22.7.20 現在） 

構成：生産者団体 175、流通関係者 381、消費者団体 79、行政機関・ＮＰＯ等 147 

西 日 本 情 報 

研修会の様子 



この催しには、県産農林水産物及びその加工品を扱う３９の企業・団体が参加し、

２５０名を超える参加者(生産者、食品会社、流通関係者等)でにぎわいました。 
 
１ 研修会の内容 

(1) 「いいともあいち運動」の活動状況紹介 
ネットワーク会員の増加やいいともあいちシンボルマーク貼付商品の拡大等、活動

の輪が広がる「いいともあいち運動」の現状について紹介されました。 

(2) 「知多牛を使ったビーフシチューの開発」 
㈱山田家の山田代表取締役から、「知多牛を使用したビーフシチュー等のレトルト食

品の製造・販売事業」が、昨年７月に農商工連携促進法に基づく国の認定を受けるに

あたっての苦心や、認定を受けたことで変わったこと、変わらないことについて紹介

がありました。 

(3) 「青じそ加工研究会の活動」 
   生産額全国１位を誇る豊橋産青じそを

活用した数々の新商品を生み出している

「青じそ加工研究会」から、豊橋温室園

芸農協の富永部長による生産者としての

新商品開発への関わりについての報告が、

食農産業クラスター推進協議会の横山氏

からは、農商工連携でブランドを確立し、

知名度を上げてきたこれまでの取り組み

についての報告がありました。 

(4) 「学校給食で拡がる地産地消」 
   昨年、国から「地産地消の仕事人」に選定された愛知県栄養教諭・学校栄養職員研

究協議会の林会長から、これまでの学校給食への地産地消に向けた取り組みを通じて

得た、地産地消を進める上での課題とコツについての紹介と、給食施設の規模による

傾向分析等の紹介がありました。 
 
２ 交流会 

  いいともあいちネットワーク会員が

生産、開発した愛知県産生鮮・加工食品の

試食・展示が行われました。 
○出展内容 
愛知県産の農産物 
愛知県産水産加工品 

愛知県産畜産物・畜産加工品 

コンビニエンスストア等によるいいと 

もあいちシンボルマーク貼付商品 等 

 
会場は熱気に包まれ、多くの来場者が入れ替わり各出展者のブースを訪れて愛知産農林

水産物やその加工品を吟味し、真剣に話しこむ様子が見られました。 

交流会の様子 

青じそ加工研究会 



フラワーページ

東京事務所農産物流通対策グループ

フラワードリーム2010で愛知の花をＰＲ

東京ビックサイトにおいて、７月３日(土）～５日

(月）、フラワードリーム 2010（主催：日本生花通信

配達協会[JFTD・花キューピットグループ]）が開催

されました。花き業界が行う国内最大級のイベント

で、ジャパンカップ(全国から選考されたフローリス

トのアレンジメントコンテスト）、JAL カップ（公募

によるアレンジメント、ブーケのコンテスト）、プリ

ザーブドフラワーコンテストなどの競技が行われま

した(下写真)。

このようなコンテストのほか、「60 歳を迎える

最も輝いている著名人」を表彰する Happy Ross

アワードに元プロ野球監督の「東尾修」さん、

その年のトレンドを踏まえ、テーマカラーや品

種を設定し、そのユリに最も似合う女性を決定

する Ms.Lily 賞には「堀北真希」さんが選ばれ表

彰式がおこなわれるなど、華やかさをちりばめ

たイベントとなりました。

同会場内にはフラワーマーケットが設けられ、

昨年に引き続き、JA あいち経済連が輪ギク、スプレーギク、スプレーバラ、ひまわ

り、アルストロメリア、トルコキキョウ、観葉植物、鉢物などを PR販売しました(下

写真)。また、ひまわり農協バラ部会がブース横にバラ品種展示コーナーを設け、品

種のＰＲも行いました。

さて、今回は愛知の目玉として、「フル

ブルームマム」（品種名：岩の白扇等、精

の枕）を販売しました。「フルブルームマ

ム」とは花が満開するまでハウス内で育て

たキクのことで、ボリューム感のあるドー

ム状の大輪に育ちます。これまでの輪ギク

は仏花や祭壇が主な用途でしたが、「フルブ



ルームマム」は仏花はもとよりブライダル、アレンジメントなど様々な用途に利用が期待

される花材です。一見して輪ギクと一線を

画するこの大輪には存在感があるのか一般

客の関心も高く、「これは何の花」と質問す

る客が多くみられました。また、満開であ

るため「日持ち」に関する質問が多く寄せ

られ、「日持ちは通常の輪ギク以上です」と

説明すると、興味を示して購入する客が多

くみられました(右写真)。

ところで、今回は昨年に比べて生花を販売する団体が非常に多く客の分散化が目立

ち、販売面では厳しい状況にありました。特に安価で販売した４～５輪のユリなど値

ごろ感のある花に人気が集まる一方で、コチョウランなど高価な鉢物の販売は厳しいよう

でした。

あいち経済連のブースは、切り花の品揃えが多く安価であったことに加え、共同出

店した「なにわ花市場」が用意したくじ引きによる花束プレゼントが功を奏したこと

などから順調に販売することができました。「フラワードリーム」に集まった人たちは、

いわゆる花き業界関係者または生花店の常連客など、花に造詣の深い人たちが多いはずで

すが、来客の中には「愛知県が日本一の花産地」であることを知らない客も予想以上

に多くみられました。

今後も情報発信力のあるこれらの花き関係者に対して、「愛知の花」を一層、ＰＲす

る必要があるものと思われます。

ひまわり農協バラ部会の品種展示コーナー お客さんで賑わうJAあいち経済連のブース



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：巨峰）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２１年実績 ４３１ １７４ ７６８ ７１６ 山梨 （４２％）
(４０％) 長野 （１７％）

２２年見通し ４３０ － ７５０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

地元愛知、山梨、長野等から入荷する。 消費者の低価格志向、重油の高価格から、
４月以降の天候不良により、生育は遅れ 長野では露地栽培への転換が進む。
気味で、梅雨明けが早かったことからやや 大粒のピオーネや、皮ごと食べられる品種
玉伸び不足が懸念される。 は人気がある。
作付面積は各産地とも減少傾向で、種な 珍しい品種は高い単価を維持しているため
し品種への転換が進む。 ブランド戦略も重要である。
入荷量、価格ともに、前年並となる見込 気温上昇に伴い傷みやすくなるので、出荷
み。 の際は病気のないものを選んでほしい。

○ 東京都中央卸売市場（品目：いちじく）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２１年実績 ５１０ ２７５ ５４９ ５８９ 和歌山（３４％）
(５４％) 静岡 （ ５％）

埼玉 （ ４％）
２２年見通し ５００ － ５５５ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

ハウスものから露地ものへ切り替わる時 夏から秋の果物として定着している。本県
期となる。愛知を中心に和歌山、静岡など 産地は、数量・品質ともにトップレベルにあ
から入荷する。和歌山の生育は平年よりや り、量販店からも支持されている。このため
や遅れているが、梅雨後の好天で回復しつ トップブランドとして、一層の品質管理や等
つある。 階級別の選果に努めてほしい。
入荷量は前年並で、価格も前年並と見込 また、作柄や出荷情報について、今まで以上
まれる。 に迅速に市場に連絡してほしい。



名古屋・東京市場における青果物の８月の見通し

７月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ３３，１１９ 178 213 188 北海道 30%
１８年 ３３，２５６ 200 195 227 長野 20%
１９年 ３２，９４６ 191 210 220 群馬 9%
２０年 ３４，７５７ 203 193 159 兵庫 7%
２１年 ３２，６１３ 228 254 231

５ ヵ年平均 ３３，３３８ － － －

２２年見通し ３３，６００ － － －

１７年 ２，３０１ 53 95 115 北海道 62%
１８年 ２，３１６ 143 87 72 青森 23%
１９年 ２，１４６ 65 74 120 岐阜 8%
２０年 ２，１１０ 89 96 73 群馬 4%
２１年 ２，００８ 116 139 111

５ ヵ年平均 ２，１７６ 93 97 98

２２年見通し ２，０００ 90 90 90

１７年 ２，８７４ 94 88 111 北海道 91%
１８年 ２，３３５ 227 165 115 青森 9%
１９年 ２，７９０ 78 46 63 岐阜 0%
２０年 ２，４０７ 86 102 120 茨城 0%
２１年 ２，５３３ 152 165 152

５ ヵ年平均 ２，５８８ 124 111 111

２２年見通し ２，４００ 150 130 140

に
　
ん
　
じ
　
ん

９９
１５５
６４

１０３
１５６

１１３

　産地は北海道中心。青森は中旬で終了予
定。天候不順の影響で生育は遅れているが
徐々に回復する。作付面積はは前年並みに
あるため、順調な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道中心。播種期に低温で生育
時は高温だったため、とう立ちが多く見ら
れるなど、品質は低下する見込み。上旬ま
で量は少なめだが、中下旬は順調な入荷が
見込まれる。
　入荷量は前年並みで、価格は高かった前
年を大幅に下回る見込み。

　産地は高冷地や北海道、東北に移行。天
候不順による生育遅れも回復傾向で、昨年
来不足が続いた土ものの入荷量も回復し、
全体的に順調な入荷を見込む。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

１４０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２０６

２０１
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１９３
２０８
２０８
１８４
２３７

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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７月２６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 １３２，４２２ 164 186 187 北海道 20%
１８年 １２３，７１０ 285 240 217 群馬 16%
１９年 １２７，６４３ 217 224 221 長野 11%
２０年 １２７，６７６ 190 200 216 青森 8%
２１年 １２２，７８４ 246 269 248 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １２６，８４７ － － －

２２年見通し １２３，０００ － － －

１７年 ９，４１７ 52 96 104 北海道 65%
１８年 １０，２４９ 121 91 72 青森 25%
１９年 １０，０２８ 59 77 116 岩手 8%
２０年 １０，３６３ 86 94 73 群馬 1%
２１年 ９，６６７ 112 124 104 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ９，９４５ 86 96 93

２２年見通し １０，２００ 91 93 92

１７年 ６，６３９ 100 102 118 北海道 87%
１８年 ５，６８７ 241 189 134 青森 8%
１９年 ７，６１１ 82 56 73 中国 3%
２０年 ６，２８８ 95 114 120 千葉 1%
２１年 ６，４５２ 158 168 152 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ６，５３５ 131 122 117

２２年見通し ６，８００ 105 115 110

に
　
ん
　
じ
　
ん

１０７
１８２
７２

１１１
１５９

１２３

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
は６月下旬に高温が続いたが作付けは前年
並み、８月前半から出荷量のピークが始ま
る見込み。青森は降雨により品質不良が散
見される。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

９２  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、東北産地中心の入荷となる。北
海道は5月の天候不順のため播種の遅れが
あったが８月には回復する。青森はにんに
くやにんじんの収穫と重なり出荷量が減少
傾向。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

　関東高冷産地に加えて、東北、北海道か
らの入荷が中心となる。東北や関東産地は
梅雨明け以後の猛暑の影響を受けて生育停
滞と品質低下が懸念される。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。

１１０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２２２

２４０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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計
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２５４

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ２，５０２ 68 74 85 長野 96%
１８年 ２，３８１ 143 145 92 北海道 4%
１９年 ２，５４９ 81 90 94 茨城 0%
２０年 ２，１４８ 70 80 96 0 0%
２１年 １，７６８ 79 90 122

５ ヵ年平均 ２，２６９ 89 96 96

２２年見通し １，８００ 70 80 90

１７年 ４，０２０ 46 61 64 群馬 68%
１８年 ３，９４３ 106 128 101 長野 20%
１９年 ４，４３６ 114 108 114 北海道 9%
２０年 ４，１４１ 66 67 65
２１年 ３，８８７ 73 96 110

５ ヵ年平均 ４，０８５ 82 92 91

２２年見通し ４，０００ 80 85 90

１７年 ２１３ 600 725 852 岐阜 83%
１８年 ２１３ 790 661 795 北海道 7%
１９年 ２４８ 694 514 805 長野 3%
２０年 １９０ 736 792 902 茨城 3%
２１年 ２３９ 662 811 714

５ ヵ年平均 ２２１ 695 695 809

２２年見通し ２２０ 700 750 800

６８０
８１６
７２４

７３５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岐阜の高原もの中心。長野、北海
道からごく一部入荷。上中旬までは順調に
入荷する見込み。下旬は高温のため入荷量
が減り、盆過ぎから徐々に単価が上昇する
見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　産地は群馬、長野の高原もの中心。北海
道が出てくる。高冷地の天候不順による日
照不足や定植の遅れなどから生育は遅れ気
味で小玉傾向。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野中心。北海道は盆過ぎに入荷。前月
は入荷が集中して産地廃棄が発生したが、
今月も入荷時期の集中が懸念される。天候
不順により、品質は低下し棚もちが悪い。
　入荷量は前年並みで、価格は前年を大幅
に下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ６，１６２ 49 57 74 長野 85%
１８年 ５，１１０ 169 180 88 群馬 9%
１９年 ６，０３９ 74 81 84 北海道 4%
２０年 ５，６５８ 55 66 91 茨城 2%
２１年 ５，２５０ 68 83 117 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５，６４４ 81 91 90

２２年見通し ５，３００ 80 85 90

１７年 １５，２９８ 43 57 62 群馬 77%
１８年 １４，５９７ 99 126 98 岩手 13%
１９年 １４，５４６ 109 107 114 北海道 5%
２０年 １５，２４６ 60 65 60 青森 2%
２１年 １５，６８９ 67 94 107 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １５，０７５ 75 89 88

２２年見通し １５，５００ 82 90 86

１７年 ９２６ 497 728 818 栃木 23%
１８年 ９５５ 705 570 711 茨城 23%
１９年 ８９０ 570 591 791 群馬 21%
２０年 ８３９ 660 767 716 岩手 18%
２１年 ９６６ 594 666 639 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ９１５ 605 662 734

２２年見通し ９４０ 620 630 655

６５４
７１４
６３２

６６７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

６３５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岩手と関東高冷地からの入荷となる。栃
木は作付けがわずかに増加し、生育も概ね
順調。岩手の生育は７月の曇天から少なめ
の出荷となっている。群馬は高温により生
育が停滞傾向。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並みの見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　群馬及び東北、北海道からの入荷が中心
となる。群馬の生育は平年並みであるが、
小玉傾向。岩手は長雨、降雹の影響から平
年より出荷量が減少する。北海道は生育が
順調。
　入荷量は前年並み、価格は前年をやや下
回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に引き続き長野からの入荷が中心と
なる。長野の生育は良好に推移している。
群馬の生育も順調に推移している。
　最近の高温の影響による出荷量の減少が
後半から出て来る見通し。
　入荷量は前年並み、価格は前年をかなり
下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ８９７ 354 386 381 愛知 24%
１８年 ８３０ 456 481 424 北海道 23%
１９年 ８７６ 472 511 433 茨城 10%
２０年 ８８８ 353 418 431 富山 9%
２１年 ９４７ 402 476 413

５ ヵ年平均 ８８８ 406 454 416

２２年見通し ９００ 420 450 420

１７年 ２，３１５ 100 137 134 長野 99%
１８年 ２，３５２ 221 176 147 群馬 1%
１９年 ２，２２４ 241 251 211 愛知 1%
２０年 ２，１８０ 121 145 160 茨城 0%
２１年 ２，０００ 182 279 243

５ ヵ年平均 ２，２１４ 173 195 177

２２年見通し ２，２００ 130 160 160

１７年 １，９０９ 120 186 226 長野 43%
１８年 １，７３２ 346 180 261 北海道 17%
１９年 ２，３１６ 166 233 276 秋田 9%
２０年 １，５２９ 210 231 432 岩手 9%
２１年 １，４４３ 284 322 323

５ ヵ年平均 １，７８６ 218 227 297

２２年見通し １，６００ 240 290 300

３７３
４５０
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り

１７６
２６２
２２１
２８５
３１０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野を中心に、北海道、岩手、福
島。各産地とも作付面積は減少。近年、８
月は降雨や高温で生育が落ち込むため、下
旬の品薄が予想される。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。

２４５

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は前月に引き続き長野中心で、高温
期に入るため、品質・作柄は不安定となる
見込み。昨年のように盆時期の大雨がなけ
れば、順調な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。
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１４３
２３３

１８０

 前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、愛知の長ねぎと、北海道、富
山、茨城の白ねぎ。愛知はＧＷ後の天候不
順から生育が遅れていたが回復傾向。北海
道からの入荷は遅れる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並みとなる見込み。

４６５
４０２
４２６

４２３
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ４，３３０ 201 268 224 茨城 34%
１８年 ４，１５７ 314 319 247 青森 22%
１９年 ４，２４６ 265 391 261 千葉 7%
２０年 ４，４２８ 221 288 306 秋田 7%
２１年 ４，４０１ 310 393 247 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ４，３１２ 262 332 257

２２年見通し ４，３５０ 270 300 300

１７年 ９，０７２ 88 127 127 長野 81%
１８年 ８，２８５ 214 162 137 群馬 14%
１９年 ７，８０２ 228 235 193 岩手 2%
２０年 ８，２４５ 120 139 161 茨城 1%
２１年 ７，８０２ 183 274 240 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ８，２４１ 164 185 170

２２年見通し ７，８００ 195 210 195

１７年 ９，０７５ 101 160 195 福島 45%
１８年 ８，４１７ 340 142 248 岩手 24%
１９年 ８，５５２ 199 212 304 秋田 11%
２０年 ７，７５０ 168 176 408 宮城 4%
２１年 ７，８４７ 266 298 301 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，３２８ 213 196 288

２２年見通し ７，９００ 250 230 270

２２９
２８７
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１４９
２４２
２３９
２３７
２８９

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地からの入荷が中心。福島の露地
は樹勢や生育良好であり、８月盆に出荷
ピークの見込み。岩手、秋田は高温多雨か
ら収量がやや減少傾向、出荷ピーク８月上
旬まで。
　入荷量は前年並み、価格は前年をかなり
下回る見込み。

２２９

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からの入荷が中心となる。長野の生
育は順調で平年並み。群馬は降雨の影響か
ら平年より少なめの出荷となっている。
　入荷量は前年並みで、価格は高かった前
年をかなり下回る見込み。
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１７１

 前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、青森からの入荷が中心となる。茨
城の生育は順調であるが、８月後半から秋
作の作物に取りかかるため、出荷量が減少
傾向。青森は盆明けから本格的な出荷とな
る。
　入荷量は前年並みで、価格はやや前年を
下回る見込み。
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２７８
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 １，４４６ 222 131 155 愛知 24%
１８年 １，１３８ 412 340 231 山梨 23%
１９年 １，２２２ 335 324 177 徳島 18%
２０年 １，１２３ 205 166 257 群馬 10%
２１年 １，０９２ 266 270 268

５ ヵ年平均 １，２０４ 285 241 213

２２年見通し １，０００ 250 270 270

１７年 １，９８７ 219 214 262 岐阜 52%
１８年 １，８９２ 307 302 351 北海道 38%
１９年 １，９７１ 267 231 314 愛知 10%
２０年 １，７３５ 193 191 272 長野 7%
２１年 １，６４７ 193 312 419

５ ヵ年平均 １，８４６ 238 249 321

２２年見通し １，６５０ 200 250 300

１７年 ３２９ 384 374 426 北海道 75%
１８年 ３１９ 623 620 561 長野 11%
１９年 ３４４ 529 440 456 山形 5%
２０年 ３１０ 360 349 520
２１年 ３３７ 546 528 626

５ ヵ年平均 ３２８ 490 463 517

２２年見通し ３３０ 500 500 550

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

５１５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道中心で愛知は終了へ。北海
道は天候不良による生育遅れも回復し、月
の前半は入荷が集中する見込み。後半は小
玉に移行するため、入荷量は落ち着く見込
み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
高かった前年をかなり下回る見込み。
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４９０

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岐阜、北海道、青森、愛知。促成
ものの生育遅れと夏秋ものの出荷が重な
り、月の前半は入荷が集中し大玉傾向だ
が、後半は小玉傾向。
　入荷量は前年並みで、価格は高かった前
年を大幅に下回る見込み。
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 前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、山梨、徳島、岐阜。各産地
で天候不良から夏秋ものの生育がやや遅れ
ているが、中下旬にはまとまった入荷が見
込まれる。雨で収穫できないことによる入
荷量の増減がある時期。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや下回る見込み。
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ５，９１５ 167 134 139 栃木 31%
１８年 ５，０８３ 368 288 231 茨城 27%
１９年 ５，６２２ 291 318 159 群馬 20%
２０年 ５，１２２ 192 157 291 埼玉 9%
２１年 ５，０２５ 277 282 257 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５，３５３ 257 234 212

２２年見通し ４，８００ 275 273 268

１７年 １０，８６４ 181 185 217 青森 24%
１８年 ９，８６５ 317 240 306 福島 17%
１９年 １０，２０６ 229 204 287 群馬 13%
２０年 ９，２３２ 214 188 295 岩手 10%
２１年 ９，００３ 296 294 363 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ９，８３４ 246 220 291

２２年見通し ９，５００ 295 290 315

１７年 １，０４４ 361 364 407 岩手 25%
１８年 １，０１９ 608 579 566 北海道 23%
１９年 １，１９５ 471 475 450 福島 19%
２０年 １，１９４ 384 372 460 青森 9%
２１年 １，０６４ 556 587 597 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，１０３ 473 473 494

２２年見通し ９９０ 590 620 590

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岩手、福島に加え北海道からの入荷が増
えてくる。北海道は日照不足の影響でやや
生育が遅れている。岩手、福島は梅雨明け
以降の猛暑で、樹勢が弱り出荷が少ない傾
向である。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。
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 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地からの入荷が中心となる。青森
は現在最初のピークとなっている。品質良
好でこのまま推移する見込み。群馬の樹勢
が弱っていたが、８月上旬には回復見込
み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。
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 前年及び本年の

２７２  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。栃木
は梅雨明け後、まとまった降雨がなく干ば
つ傾向で樹勢が弱っている。茨城産は作付
け面積がやや増加。高温による影響が心配
されるが出荷は平年並み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並みの見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ７５４ 230 190 208 岩手 45%
１８年 ５７４ 567 373 237 北海道 33%
１９年 ５５０ 376 261 286 福島 9%
２０年 ５４９ 222 245 259 長野 4%
２１年 ４７７ 358 373 327 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５８１ 344 280 258

２２年見通し ４７０ 350 320 300

１７年 ３，５０１ 131 142 126 北海道 60%
１８年 ２，６６０ 138 128 110 青森 37%
１９年 ２，４９８ 86 89 91 愛知 1%
２０年 ２，８６０ 90 98 95 長崎 1%
２１年 ２，２９５ 238 194 129 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ２，７６３ 133 129 111

２２年見通し ２，５００ 180 170 125

１７年 ４，６４７ 86 80 72 兵庫 58%
１８年 ５，１９２ 100 94 67 北海道 30%
１９年 ４，５２２ 82 67 68 愛知 6%
２０年 ５，４３０ 58 65 74 中国 3%
２１年 ４，１２７ 133 149 118

５ ヵ年平均 ４，７８３ 90 89 79

２２年見通し ４，５００ 120 110 100

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は兵庫の淡路中心で、順調な入荷が
見込まれる。北海道は盆前後からの入荷
で、生育は順調。佐賀は終了。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。
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 前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道中心で、青森は上旬から入
荷し、盆前にピークを迎える。長崎は中旬
から順調に出荷。北海道は天候不順による
生育遅れも６月中旬以降の好天から回復
し、順調な入荷を見込む。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。
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 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岩手、北海道中心で、茨城は終
了。岩手の作付面積は前年並みで、北海道
は若干減少。天候不順による生育遅れから
産地移行は遅れている。
　入荷量は前年並みで、価格は高かった前
年をかなり下回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン
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３０７
２４４
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ２，４５１ 204 143 138 岩手 44%
１８年 ２，１３２ 642 325 200 茨城 26%
１９年 ２，２１２ 326 217 223 福島 14%
２０年 ２，１３９ 179 207 219 青森 10%
２１年 ２，０２７ 330 359 284 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ２，１９２ 332 246 210

２２年見通し ２，０００ 310 340 310

１７年 ５，５８５ 144 145 130 北海道 75%
１８年 ５，４４２ 141 124 119 青森 9%
１９年 ５，３２５ 91 93 93 千葉 5%
２０年 ５，８３３ 100 105 103 茨城 5%
２１年 ５，６１９ 226 200 136 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５，５６１ 141 134 116

２２年見通し ５，６００ 180 190 140

１７年 １０，３４８ 86 84 81 兵庫 32%
１８年 １０，２３０ 102 95 85 北海道 26%
１９年 １０，３３２ 81 81 75 佐賀 25%
２０年 １１，２３６ 71 80 83 中国 13%
２１年 ９，２０５ 140 151 136 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １０，２７０ 95 97 91

２２年見通し １０，０００ 95 98 92

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

９５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　佐賀、北海道、兵庫からの入荷が中心。
佐賀、兵庫の貯蔵ものは梅雨明け以降安定
した天気で乾燥も進み、潤沢の入荷とな
る。北海道は盆明けから入荷が本格化とな
りL玉中心。
　全体の入荷量は前年をかなり上回り、価
格は高かった前年を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

８４
９３
７９
７８

１４１

９４

 前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心。北海道は天候
不順の影響で植え付けが１週間から10日遅
れ、その分出荷も遅れたが盆前には回復す
る見込み。盆以降本格化するが、小玉傾
向。
　入荷量は前年並みで、価格は高かった前
年をやや下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１３８
１２８
９３

１０３
１７９

１２８

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岩手、茨城、福島からの入荷が中心。岩
手は高温で花落ちが見られやや収量が少な
い。茨城は春ピーマンから秋ピーマンに切
り替わる。福島は１週間程度の遅れが見ら
れる。
　入荷量は前年並みで、価格も前年並みの
見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

１６１
３５０
２５３
２０３
３２０

２５４

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



※「その他メロン」は「アールス」以外のメロンをいう。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 １６，８９６ 303 298 271 長野 23%
１８年 １４，２８１ 359 344 328 フィリピン 16%
１９年 １３，４３６ 353 344 370 愛知 13%
２０年 １３，６６０ 361 335 286 山形 11%
２１年 １２，６７０ 340 297 312

５ ヵ年平均 １４，１８９ － － －

２２年見通し １２，２００ － － －

１７年 ４５１ 521 555 456 愛知 55%
１８年 ４２９ 524 506 556 静岡 34%
１９年 ３９６ 529 550 666 茨城 5%
２０年 ３８３ 548 526 478 高知 3%
２１年 ３３４ 460 473 525

５ ヵ年平均 ３９９ － － －

２２年見通し ３２０ 600 450 500

１７年 ２，９３３ 114 133 131 山形 36%
１８年 ２，８９８ 146 143 158 長野 34%
１９年 ２，７９９ 158 175 211 青森 13%
２０年 ２，６３５ 193 168 69 秋田 13%
２１年 ２，３９０ 117 116 131

５ ヵ年平均 ２，７３１ 146 148 141

２２年見通し ２，５００ 140 140 140

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は山形、長野中心。生育は３日から
５日程度の遅れ。作付面積は前年に比べて
減少。作柄は良く入荷は順調な見込みで、
上中旬に出荷のピークを迎える。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

す
　
　
い
　
　
か

１２２
１４８
１７４
１６０
１１９

１４５

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知と静岡中心で、愛知は上旬に
ピークを迎える。各産地とも大玉傾向で箱
当たり５玉中心となるが、作付面積は前年
に比べて減少しており、入荷量はやや減る
見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

５２１
５２２
５５８
５２９
４７４

５２２

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春の天候不順の影響で、全体的に５日か
ら１週間の生育遅れ。主力のすいか、メロ
ンはＧＷ前の着花不良で量が少ない。消費
者の低価格志向から入荷量が減少しても価
格は上がらない見込み。
　入荷量は少なかった前年をやや下回り、
価格は前年並みとなる見込み。

果
　
　
実
　
　
計

２９２
３４５
３５６
３３０
３１９

３２７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ５２，３７９ 268 273 258 山形 18%
１８年 ４６，０３５ 309 324 329 フィリピン 10%
１９年 ４２，７９８ 323 356 364 山梨 9%
２０年 ４４，６７１ 337 328 265 長野 8%
２１年 ４５，９５５ 310 285 283 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ４６，３６８ － － －

２２年見通し ４５，５００ － － －

１７年 ９５３ 487 524 394 静岡 38%
１８年 ８６５ 515 537 508 茨城 29%
１９年 ７５２ 508 636 676 愛知 12%
２０年 ７７０ 601 510 362 山形 6%
２１年 ７１５ 476 442 456 （愛知産比率 12%)

５ ヵ年平均 ８１１ 517 530 475

２２年見通し ７００ 510 490 420

１７年 １２，６６３ 106 129 138 山形 51%
１８年 １１，６４４ 129 142 174 秋田 15%
１９年 １０，８７２ 147 191 230 長野 14%
２０年 １０，８８１ 184 168 88 青森 8%
２１年 １０，８１３ 115 115 138 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １１，３７５ 135 148 153

２２年見通し １０，６００ 165 140 130

 前年及び本年の

１４５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　山形を中心に秋田、長野、青森などから
入荷する。山形の生育は順調で、肥大も良
好である。長野は高齢化等により栽培面積
が減少。秋田の生育はやや遅れ気味で着果
も少ない。
　全体の入荷量は前年並みで、価格は前年
を大幅に上回るものと見込まれる。

す
　
　
い
　
　
か

１１８
１４０
１７６
１６１
１２０

１４２

 前年及び本年の

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、茨城中心に愛知、山形から入荷す
る。静岡は作付面積が減少。生育は天候不
順で遅れていたが好天で回復。茨城、愛知
の生育も概ね順調である。
  入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
わずかに上回ると見込まれる。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

４７７
５２０
５８６
４９１
４５９

５０６

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　すいか、なし、もも中心に入荷する。す
いかは梅雨明け後の好天で生育が回復。も
もは福島を中心に大玉傾向の見込み。なし
は春先の降雪、雹害により着果不良、生育
遅れがみられる。
  全体の入荷量は前年並みで、価格は前年
をわずかに上回ると見込まれる。

果
　
　
実
　
　
計

２６７
３２０
３４５
３１２
２９３

３０６  前年及び本年の

３００

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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切　花　・　鉢　花　の　８　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　７月２８日現在）

実 １８年 ３，６１５ ５９

１９年 ３，９４０ ６３

績 ２０年 ３，４４２ ６４

２１年 ３，３９５ ５３

３，５９８ ６０

３，４００ ５５

概
　
要

実 １８年 ３，００６ ３９

１９年 ３，６７７ ３３

績 ２０年 ２，８２２ ３７

２１年 ２，６２５ ３６

３，０３３ ３６

２，７００ ３５

概
　
要

実 １８年 １，２７５ ４５

１９年 １，３７０ ４５

績 ２０年 １，１０５ ４３

２１年 １，０９２ ４５

１，２１０ ４５

１，１００ ４５

概
　
要

実 １８年 １０７ １０４

１９年 １１９ １０１

績 ２０年 １１３ ９８

２１年 ９２ １１７

１０８ １０４

１００ １１０

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、長野、三重から入荷。愛知は梅雨明け以降気温が高くなり、やや遅れが見られ
る。前月後半から続く高値傾向が盆まで続く見込み。色物については、長野の露地物が１
週間程度の前進だったが、今月の需要期にピークを迎えると予想される。

　　　　　区分
実績等

４ヶ年平均

２２年見通し

４ヶ年平均

２２年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

長野、北海道などから入荷。梅雨明け後の高温の影響が心配されるが、盆に向けての生育
は順調。前半は盆需要により堅調に推移するが、後半は需要減によりやや苦しい展開が予
想される。

４ヶ年平均

　愛知、長野、奈良、埼玉等から入荷。全体では露地もの中心で、遅れている産地と前進
している産地が混在する。前月後半から徐々に増加し、山のないダラダラ出荷になる見込
みで、ピークがない分価格は安定して推移すると予想される。

４ヶ年平均

２２年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

２２年見通し

長野、北海道、福島から入荷。今月は数量減が見込まれる。前月後半からの高温により、
後半から９月上旬まで出荷分の生育が悪くなり、丈も短くなると予想される。高温により
花持ちも悪くなるため、入荷が多ければ、価格的には苦しい展開となる。

単位：千本、円／本
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実 １８年 ５７９ １４３

１９年 ５９２ １３９

績 ２０年 ４９２ １４２

２１年 ４８６ １４５

５３７ １４２

５００ １４２

概
　
要

実 １８年 ４３５ ８７

１９年 ５２４ ７３

績 ２０年 ３９３ ８５

２１年 ４４１ ７５

４４９ ８０

４４０ ７５

概
　
要

実 １８年 ８１６ ４６

１９年 ８３１ ４８

績 ２０年 ６４４ ５３

２１年 ７９８ ５０

７７２ ４９

８００ ５０

概
　
要

実 １８年 １，８１２ ５８

１９年 １，９４６ ５９

績 ２０年 １，６９５ ５７

２１年 １，７５６ ５６

１，８０２ ５８

１，８００ ５６

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

４ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ゆ
　
　
　
　
り

４ヶ年平均

２２年見通し

新潟、岐阜、北海道等から入荷。生育は順調だが、品質面では前月前半の豪雨で曲りなど
の被害の出ている産地もある。入荷量は前年よりやや多めで、価格は前年並み。後半は高
値はないものの安定した価格で推移すると予想される。

ば
　
　
　
　
ら

４ヶ年平均

２２年見通し

長野、愛知、岐阜、青森、山形などから入荷。気温の上昇にともない暖地産が減少するこ
とで入荷は少なめとなる見込み。品質差が広がり、上位等級は堅調な動きとなるが、下位
等級の販売状況はきびしくなる見込み。

２２年見通し

静岡、長野、福岡などから入荷。8月前半は盆需要で、法月、シキミ、サカキ、チラ、高野
槇の引合いはかなり強いが、稽古休みの時期に入るため、その他の花材の単価はきびし
い。後半も山取り以外は苦しい展開。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

４ヶ年平均

２２年見通し

愛知、静岡、沖縄と輸入ものが入荷。盆に向けて、デンファレをはじめ洋ラン類の需要は
若干高まり堅調となろう。ただし高温の影響で、出荷、輸送、販売各段階で傷みが発生す
る恐れがある。輸入デンファレはアンナが少なく、盆需要にはソニア中心となる見込み。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　７月６日現在）

１７年 １３，９１０ ２２４

実 １８年 ２０，５０４ １９６

１９年 ９，９７３ ２８０

績 ２０年 １３，２５４ ２０８

２１年 ４，９２１ ２８４

１２，５１２ ２２５

４，５００ ２５０

概
　
要

１７年 ７，３３５ １１０

実 １８年 ４，２３５ １２３

１９年 ６，３８３ ７９

績 ２０年 １，９４２ １５９

２１年 ３，９７３ １７７

４，７７４ １１９

３，９００ １６０

概
　
要

１７年 ５２，４８３ ４６３

実 １８年 ３３，３１０ ６８５

１９年 ３５，９５９ ５６２

績 ２０年 ２３，７２４ ６２５

２１年 ２８，６４６ ５２２

３４，８２４ ５５８

２８，０００ ５００

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

 入荷量は昨年並みか。高温期で花持ちが悪く、また需要期ではないので、動きは厳しそ
う。
 昨年８月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位岐阜(４３％)、２位三重(２６％),
３位山口（２４％）となっている。

５ヶ年平均

２２年見通し

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷量は昨年並みか。主体はコンシ、マッサンの７～８号の中鉢で、大鉢は少なそう。
中鉢お動きは良さそうだが、大鉢は厳しそう。
　昨年８月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知(７５％),２位三重(７％),３
位沖縄（６％）となっている。

ミ
　
ニ
　
バ
　
ラ

品
目

ス
パ
テ
ィ

フ
ィ

ラ
ム

 入荷量は昨年より減少か。高温期で花持ちが悪く、動きは厳しそう。中鉢より小鉢の方が
より厳しそう。
 昨年８月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位三重(５０％),２位愛知（３４％）,
３位岐阜（１１％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２２年見通し

５ヶ年平均

２２年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１７年 １８，５２１ ９７９

実 １８年 １４，９８８ １，０７４

１９年 １５，１４２ １，１０７

績 ２０年 １４，１２４ ９７３

２１年 １６，６８４ ９６３

１５，８９２ １，０１７

１６，０００ ９５０

概
　
要

１７年 ６，３８８ １，００５

実 １８年 ５，５３０ ８６５

１９年 ５，３４０ ９５７

績 ２０年 ４，０００ ８２０

２１年 ５，９６３ ７７９

５，４４４ ８９０

６，５００ ７００

概
　
要

１７年 １３，５３３ ４１７

実 １８年 １３，１７１ ４０８

１９年 ７，１６３ ４２９

績 ２０年 ４，４６４ ５２６

２１年 １３，６４３ ３７３

１０，３９５ ４１４

１０，０００ ３５０

概
　
要

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２２年見通し

　入荷量は昨年より増加か。ここ最近の天候不順により、開花が遅れ、この月に集中しそ
う。ただ花持ち等の品質に問題がありそう。全体的に動きは厳しそう。
　昨年８月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知(６３％),２位長崎(１７％),
３位高知(１０％)となっている。

２２年見通し

　入荷量は昨年並みか。４～６号鉢の動きは厳しそう。７～１０号鉢はランの代品需要で
引き合いは良さそう。
　昨年８月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知(９２％),２位三重(８％)と
なっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格

２２年見通し

　入荷量は生産量減により減少か。関東の山上げ商品３．５～６号が主体で、大鉢は少量
となりそう。全体的に動きは厳しそう。
　昨年８月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位埼玉(５８％),２位茨城(２２％),
３位茨愛知(２１％)となっている。

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン ５ヶ年平均

オ
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シ
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ア
ン
ス
リ
ウ
ム

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 56,985 140.9 5,913,913 144.4 104 102.5 327,507 130 32,583,919 135 99 95.5

トマト 109 91.7 36,048 96.4 331 105.1 1,507 237 595,735 311 395 145.3

たまねぎ 19,527 161.2 1,067,574 199.1 55 123.5 130,513 193 6,564,265 235 50 132.5

にんにく 1,274 92.1 210,115 199.6 165 216.6 7,470 93 1,140,033 187 153 146.1

ねぎ 3,465 143.1 341,323 121.2 99 84.7 18,287 159 1,668,237 154 91 90.7

ブロッコリー 3,426 95.5 675,354 119.3 197 124.9 12,922 115 2,428,422 123 188 115.5

結球キャベツ 2,974 163.5 133,609 175.9 45 107.6 10,618 106 420,089 118 40 109.9

にんじん・かぶ 6,394 227.4 364,826 224.3 57 98.7 16,985 99 915,800 99 54 106.5

ごぼう 2,456 115.4 149,420 143.2 61 124.1 13,517 97 739,356 137 55 125.2

えんどう 179 1052.9 56,956 1359.3 318 129.1 1,065 267 289,597 365 272 122.0

アスパラガス 534 126.9 312,266 119.6 584 94.3 7,313 121 3,453,094 112 472 85.1

まつたけ - - - - - - - 0 - 0 - -

しいたけ 209 95.1 59,568 102.5 284 107.8 2,933 125 731,966 138 250 106.5

かぼちゃ 11,082 119.5 940,954 144.7 85 121.1 78,988 98 5,254,855 112 67 109.6

果実（生鮮・乾燥） 175,599 92.9 26,717,216 103.9 152 111.8 808,623 92 94,606,337 99 117 104.8

バナナ 99,697 82.7 7,641,084 74.3 77 89.8 458,537 84 31,823,301 78 69 94.2

パイナップル 12,377 90.0 723,613 77.7 58 86.3 54,573 95 3,294,980 90 60 96.3

レモン 4,288 125.5 604,465 153.2 141 122.1 19,447 100 2,652,677 119 136 117.9

オレンジ 9,147 102.1 910,013 105.8 99 103.6 46,703 102 4,494,549 98 96 98.8

グレープフルーツ 5,814 67.8 627,565 77.7 108 114.6 97,024 101 10,255,794 105 106 119.5

メロン 4,714 117.5 526,053 122.6 112 104.3 14,375 87 1,616,789 85 112 106.8

ぶどう 1,390 268.4 201,940 236.5 145 88.1 6,882 134 1,058,915 138 154 83.1

キウイ 16,522 154.8 5,489,416 165.9 332 - 25,679 133 8,425,860 141 328 97.7

いちご 13 93.9 10,656 90.7 822 - 34 70 24,271 78 707 79.5

切花（生鮮・乾燥） 2,463 106.8 1,913,835 100.3 777 94.0 16,334 112 12,032,945 110 737 100.3

鳥獣肉類 140,981 105.8 62,159,302 109.9 441 103.8 687,780 103 291,956,080 101 424 99.7

牛肉（くず肉含む） 36,154 111.9 15,725,850 119.2 435 106.5 185,088 101 76,479,640 109 413 106.8

豚肉（くず肉含む） 64,757 104.5 34,000,878 104.6 525 100.1 306,304 100 160,570,179 100 524 100.0

鶏肉 32,971 104.3 7,876,353 116.4 239 111.7 164,812 121 35,618,583 94 216 92.8

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 148,194 94.2 76,096,667 93.6 513 99.4 719,443 99 352,072,397 92 489 93.9

まぐろ類 17,919 105.0 14,958,755 107.3 835 102.2 86,443 93 63,675,748 71 737 85.2

さば・さんま・あじ・いわし 4,611 75.8 746,264 76.0 162 100.2 39,156 67 6,133,529 60 157 90.8

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 277 59.3 184,189 68.8 665 115.9 13,708 130 4,109,539 145 300 101.6

うんしゅうみかん 5 110.0 7,134 97.2 1,371 88.3 227 216 96,134 139 423 315.0

りんご 234 62.9 79,437 67.6 340 107.5 13,193 130 3,639,774 150 276 106.6

なし - - - - - - 43 363 18,314 294 424 105.3

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 204,786 66.0 - - - - 1,063,699 89 - -

緑茶 160 92.1 327,567 109.7 2,049 119.1 830 106 1,579,634 118 1,903 108.9

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

５ 月 ま で の 累 計
品 名

５ 月

主要農林水産物の輸出入実績 （２０１０年）
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全  国 平成17年＝100 
消費者物価指数 
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農業物価指数 （平成17年＝100） 
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21年平均 100.3 103.3 98.9 105.6 104.4

 
 
 

 

 

 21年平均 95.7 98.0 100.7 91.5 98.5

22年 1月 99.4 107.8 95.0 104.4 103.1 22年 1月 96.7 97.0 110.5 76.2 96.4

 2月 99.3 107.1 91.8 104.1 101.6 2月 98.4 97.0 113.6 85.4 97.9

 3月 99.6 107.6 92.2 104.0 102.2 3月 102.2 97.0 118.3 80.4 97.1

 4月 99.6 125.1 89.0 103.3 102.5 4月 105.4 97.4 126.0 90.2 97.4

全

 

国

 

 5月 99.7 116.8 104.0 102.9 102.9 5月 97.8 97.1 106.2 91.3 99.1

21年平均 100.9 100.6 100.0 102.4 103.6   

22年 1月 99.3 96.8 94.7 102.4 99.4 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

 2月 99.2 97.4 90.1 104.7 97.5  

 3月 99.5 96.1 90.5 104.0 100.7

 4月 99.4 114.4 86.5 101.1 100.7
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県

 

 5月 99.4 110.1 96.7 100.8 101.1

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 
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年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

21年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

22年 1月 1,995 131 121 641 501 286 130 249 232 579 561 208 367 

 2月 1,995 173 124 567 483 315 148 273 254 562 600 187 369 

 3月 1,987 150 157 565 460 317 152 255 246 559 607 163 376 

 4月 1,995 218 270 669 571 375 194 362 247 493 746 171 423 

 5月 1,978 224 246 701 470 369 163 364 259 434 620 195 476 
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品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

21年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

22年 1月 491 304 393 145 232 695 565 148 168 299 236 788 472 

 2月 484 291 373 137 245 636 546 149 156 301 216 815 444 

 3月 527 277 366 138 237 670 560 149 168 304 233 812 454 

 4月 - 266 333 122 239 681 557 155 162 300 234 705 441 

 5月 - 278 333 120 228 724 557 166 153 302 220 700 420 
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